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① 点群とは
説明動画と点群データーを使って説明します。

② 3Dスキャナーの基本
基本的な観測の流れの説明をします。

③ 3Dスキャナー実測
固定式スキャナーの基本的な使い方を説明します。

④ 点群処理システムにつて（福井コンピュータ）
点群を処理、加工して利用する方法を説明します



① 点群とは



点群データについて
点群データは、X,Y,Zで表される三次元座標で構成された、点の
集合体です。実際はこれに写真からのカラーリングを施します。

3Dモデル化について
点群データを3Dモデルに変換することを、3Dモデル化
と呼んでいます。

点群データは、あくまでも点の集合体です。そのままの
状態だとCADデータとして活用することができないため、
面データへ変換する必要があります。この変換が3Dモ
デル化です。。



静岡県が目指す
“VIRTUAL SHIZUOKA”構想

航空レーザ計測（LP）では、小型航空機により上空約２kmから地上にレー
ザーを照射し、地上のデータを計測。

航空レーザ測深（ALB）では、波長の異なるグリーンレーザーにより浅い水域
のデータを取得。

移動車両計測（MMS）では、道路面および、道路周辺の超高密度なデータ
を取得します。





① 静岡県 VIRTUAL SHIZUOKA （航空レーザー)

② MMS (自動車搭載型)

③ ハンディースキャナー

④ ハンディースキャナー（実測）

⑤ 固定式スキャナー（TOPCON製）

様々なスキャナーの使い方を動画データーを使って説明いたします。



様々なスキャナーの観測結果をデーターを使って説明します。

① 航空レーザー VIRTUAL SHIZUOKA（静岡市中心部）

② 航空レーザー VIRTUAL SHIZUOKA（浅間神社前）

③ ハンディースキャナー（浅間神社前）

④ 固定式スキャナー（浅間神社前）

⑤ 固定式スキャナー（臨濟寺前）



② 3Dスキャナーの基本



3Dレーザースキャナの基本原理

・物体を3Dデータへ変換するための装置である
・「接触式」と「非接触式」の2つに分類される

・非接触式は4つの測定方式を採用している
主に以下の分野で活用されています。
・建築・土木・製造・医療・文化財保存



目的に応じて「接触式」と「非接触式」を使い分ける

接触式3Dスキャナーは、物理的なプローブを対象物に触れさせ
て、接触点の座標を取得します。非常に高い精度が要求される
際に適していますが、対象物に接触するため、繊細な物体や複
雑な形状のスキャンには不向きです。
一方、非接触式3Dレーザースキャナはレーザーや光を使用して
物体の表面をスキャンし、接触することなくデータを取得します。
より迅速かつ柔軟なスキャンが可能ではあるものの、接触式に比
べると精度は若干劣ることが多いです。



非接触式は4つの測定方式を採用している

詳細測定方式
発射したレーザが反射して帰ってくる時間で
対象物までの距離を計測する

タイム・オブ・フライト
（TOF）方式

複数に変調させたレーザ光を発射し、反射し
て帰ってきた拡散反射成分の
位相差（波の位相差）により対象物までの距
離を計測する

フェーズシフト方式

不可視光（赤外線）を投影して計測する光投影法

可視光（ブルー・グリーンなど）を投影して計
測する

レーザー切断方式



3Dレーザースキャナーは、使用方法や設置形態によっていくつかのタイプ
に分類されます。

手で持ちながら移動観測
SLAM技術を用いて精度確保
可搬性に優れている

ハンドヘルド型スキャナー

ドローン搭載型スキャナー

固定型スキャナー

車載型スキャナー

高精度で観測が可能
観測範囲が狭い

広範囲に観測が可能
木が覆い茂っていても地表の観測が可能
高価

広範囲に観測が可能でドローンよりも高密度
高価





























③ 3Dスキャナーの実測

●トータルステーションと同じ操作性

●機械点設置、後視点観測等も従来通り

●スキャンの時間は5分程度の簡単操作



新登場の簡単スキャナー





3Dスキャナーでの計測をお試しになりたい方へ。

是非、ご相談下さい。

㈱湯澤計器商会


